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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第100期

第２四半期連結
累計期間

第100期
第２四半期連結
会計期間

第99期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年９月30日

自平成20年７月１日
至平成20年９月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 302,922 159,665 590,217

経常損失（千円） △235,029 △146,731 △289,741

四半期（当期）純損失（千円） △1,127,247 △1,038,199 △185,332

純資産額（千円） ― 1,218,545 2,343,591

総資産額（千円） ― 1,598,389 2,915,909

１株当たり純資産額（円） ― 4.33 8.33

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
△4.01 △3.70 △0.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） ― 76.0 80.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
210,816 ― △316,076

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,927 ― 93,481

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△218,003 ― 212,972

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
― 24,532 33,646

従業員数（人） ― 27 25

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第99期及び第100期は新株予約権等の残高が

ありますが、１株当たり四半期（当期）純損失のため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 27 (11)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループから、グループ外への出向者を除く。）であり、臨時従業員は（　）内　　　　　　　

　　　　に当第２四半期連結会計期間の平均人数を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 27 (11)

　（注）従業員数（当社グループから、グループ外への出向者を除く。）は就業人員であり、臨時従業員は（　）内

　　　　に当第２四半期会計期間の平均人数を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日　
　　至　平成20年９月30日）

　 産業用照明器具群（千円） 129,930

電機事業 電気工事材群（千円） 4,053

　 制御機器群（千円） ―

　 投資事業 （千円） ―

合計（千円） 133,984

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

　 産業用照明器具群 208,802 123,390

電機事業 電気工事材群 2,811 117

　 制御機器群 23,220 10,735

　  投資事業 ― ―

合計 234,834 134,243

　（注）１．金額は販売価格に基づいており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

　 産業用照明器具群 136,715

電機事業 電気工事材群 4,053

　 制御機器群 18,895

　  投資事業 ―

合計 159,665

（注）１．金額は販売価格に基づいております。

２．当第２連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のと

おりであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

金額 (千円) 割合（％）

 　㈱タイワデンキ 24,845 15.5

 　東和電気工事㈱ 18,789 11.7

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1)業績の状況  

　当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日)におけるわが国の経済は、世界的金融危機の

序章のもと、原材料価格等などの上昇により、予断を許さない状況が続いております。当社グループ(当社及び連結子

会社)を取り巻く環境におきましても、若干の受注増加はあるものの、市場規模の小さい当業界において、価格競争が

激化しており、販売費及び一般管理費の削減に努力を実施したものの、引続き厳しい環境下にあります。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　このような状況のもとで、当第２四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高159百万円、営業損失

144百万円、経常損失146百万円、四半期純損失1,038百万円となりました。

製品群別の概況及び事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。産業用照明機器群におきましては、

売上高136百万円、電気工事材群におきましては、売上高４百万円、制御機器群におきましては、売上高18百万円とな

りました。なお、電機事業全体の売上高は159百万円を計上しており、同業他社の低価格攻勢はあるものの、選別受注

・販売の徹底を図ったことにより、電機事業自体の売上総利益は、72百万円を確保致しました。しかし、投資事業に

おいては、国際的な証券市場の混乱等により、投資有価証券の行使損及び892百万円の投資有価証券評価損を計上

し、営業損失及び経常損失が増加いたしました。

　このような状況において、当社としては、顧客に対して製造原価上昇分の販売価格への転嫁を継続的に実施する一

方、従前にも増して固定費の削減を進め、損益の改善に向け、代行店の協力を得ながら顧客満足度の上昇及び販路の

開拓に邁進してまいります。　　　　　

　また、事業再生につきましては、当社は匿名組合を通じてサクラダの再生スポンサーとして出資しており、株式会

社サクラダの優先株式を所有しております。この優先株式については、市場動向を精査しながら普通株式に転換し

て市場に売却することにより投資の回収の実現及びキャッシュ・フローの創造を図ってまいります。しかし、当該

投資有価証券の売却価額については市場の動向に左右されるため、業績に対する影響額が具体的に算定できないた

め本業績見通しに入れておりません。

(2)財政の状況

　当第２四半期連結会計期間末の資産の部につきましては、流動資産が主に受取手形及び売掛金の211百万円、たな

卸資産が119百万円など合計387百万円になり、前連結会計年度末に比べ34百万円の増加となりました。これは、受取

手形及び売掛金の増加によるものです。また、資産合計は、1,598百万円となり、前事業年度末に比べ1,317百万円の減

少となりました。これは、匿名組合を通じて投資している投資有価証券の評価が前期末に比べ下落したことが主な

要因であります。 

　負債の部につきましては、負債合計にて、前連結会計年度末に比べ192百万円減少し379百万円となりました。これ

は、短期借入金の減少が主な要因であります。　

　この結果、純資産合計は、1,218百万円となりました。

(3)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、第１四半期連結会計

間末に比べ34百万円減少し24百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の営業活動の結果得られた資金は、285百万円となり、当第２四半期連結累計期間では、

210百万円となりました。これは、有価証券の売却によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の投資活動の結果使用した資金は、１百万円となり、当第２四半期連結累計期間では、

１百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の財務活動の結果使用した資金は、65百万円となり、当第２四半期連結累計期間では、

218百万円となりました。これは、短期借入金の返済による資金の利用が主な要因であります。
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(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(5)研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて、新たに発生した事実及び重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,040,000,000

計 1,040,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
　現在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 280,926,165 280,926,165
東京証券取引所

市場第二部
－

計 280,926,165 280,926,165 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成20年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法に基づき発行した新株予約権（ストックオプション）は、次のとおりであります。

①　平成14年６月27日定時株主総会決議

　
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 14,822

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
14,822,000

 （注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円）
１株当たり23

 （注）２

新株予約権の行使期間
平成14年７月15日から

平成24年５月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

　発行価格　　　　23

　資本組入額　　　12

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）３

代用払込みに関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 － 

（注）１．　当社が株式の分割または株式の併合を行う場合、上記の目的たる株式数は分割または併合の比率に応じ、次の

算式により調整されるものとします。ただし、かかる調整は本件新株予約権のうち、当該時点で権利行使して

いない新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、こ

れを切り捨てるものとします。

　 調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

　

 　　 ２．　払込金額は、株式の分割または併合が行われる場合、上記払込み金額は分割または併合の比率に応じ次の算式に

より調整されるものとし、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の割合

　また、時価を下回る価額で新株式の発行（新株予約権の行使により新株式を発行する場合を除く。）または自

己株式の処分が行われる場合、上記払込金額は次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円

未満の端数は切り上げます。

　 　 　 　 新規発行

（処分）株式数
× １株あたりの払込金額

　 　 　
既発行株式数＋

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額×
新株式発行前の時価

既発行株式数＋新規発行（処分）株式数

　

      ３．ア　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時においても、当社ならびに当社関連会社の取締役、監査　  役

もしくは従業員の地位にあることを要します。ただし、任期満了による退任、定年退職その他正当な　　  理由

のある場合はこの限りではありません。

イ　新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認められないものとします。

     ただし、例外として取締役会の承認を条件として、新株予約権を譲渡することができます。

ウ　権利行使期間中に死亡した割当てを受けた者の相続人は、１名に限り権利を承継することができます。

               ただし、再承継はできません。

エ　その他の権利行使の条件については、平成14年６月27日開催の定時株主総会および新株予約権発行の取 

  締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で締結する「新株予約権付与契約」　　

    で定めるところによります。
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（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～
平成20年９月30日 ― 280,926,165 ― 1,869,100 ― 1,646,752

（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有
株式数
（千株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合
   （％）

パビイリオンインベストメントグ

ループリミテッド

(常任代理人 スタンダードチャー

タード銀行)

Commence Chambers,RoadTown,Tortola,

British Virgin Islands

(東京都千代田区永田町2-11-1　山王パークタワー)

19,291 6.87

プレミアムベンチャーズインベス

トメントグループリミテッド

(常任代理人 スタンダードチャー

タード銀行)

P.O.Box 3152,RoadTown,Tortola,

British Virgin Islands

(東京都千代田区永田町2-11-1　山王パークタワー)

15,706 5.59

コンパスパートナーズリミテッド

(常任代理人 スタンダードチャー

タード銀行)

P.O.Box 933,RoadTown,Tortola,

British Virgin Islands

(東京都千代田区永田町2-11-1　山王パークタワー)

14,446 5.14

豊田 玄 宮城県気仙沼市 5,200 1.85

㈱バネット　 東京都世田谷区経堂5-13-10 3,429 1.22

田村 繁樹　 富山県魚津市 2,000 0.71

鈴木 和彦　 北海道札幌市 1,500 0.53

㈱SBI証券 自己融資口　 東京都港区六本木1-6-1 1,324 0.47

㈱山陽カイリック

(代表取締役 田村 繁樹)　
富山県魚津市三ヶ227-73　 1,300 0.46

豊田 収　 宮城県気仙沼市 1,285 0.46

計 － 65,481 23.30
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　69,000 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  280,725,000 280,725 ―

単元未満株式 普通株式 　 　132,165 ―
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 280,926,165 ― ―

総株主の議決権 ― 280,725 ―

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、81千株含まれております。また

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数81個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

森電機株式会社
　東京都港区高輪二丁目

　15番８号
69,000 ― 69,000 0.02

　（注）上記のほか株主名簿上は当社名義となっているが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）ありま

す。

なお、当該株式は、上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」に含めております。
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 14 13 12 11 10 10

最低（円） 10 11 10 9 8 7

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、明誠監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,532 33,646

受取手形及び売掛金 211,986 192,946

商品 5,434 6,290

製品 22,280 20,214

原材料 63,547 61,130

仕掛品 27,139 24,301

貯蔵品 1,413 2,014

その他 30,855 11,916

流動資産合計 387,189 352,461

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 71,063 71,145

減価償却累計額 △71,063 △71,145

建物及び構築物（純額） 0 0

機械装置及び運搬具 140,037 140,037

減価償却累計額 △133,152 △131,864

機械装置及び運搬具（純額） 6,885 8,172

工具、器具及び備品 183,094 182,444

減価償却累計額 △181,843 △181,641

工具、器具及び備品（純額） 1,250 803

土地 20,858 20,858

有形固定資産合計 28,994 29,834

投資その他の資産

投資有価証券 1,161,488 2,512,781

長期滞留債権 199,443 199,443

その他 34,575 34,690

貸倒引当金 △213,302 △213,302

投資その他の資産合計 1,182,205 2,533,613

固定資産合計 1,211,200 2,563,448

資産合計 1,598,389 2,915,909
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 142,212 112,243

短期借入金 125,000 343,000

賞与引当金 1,564 1,758

未払金 11,134 14,336

その他 29,918 28,207

流動負債合計 309,829 499,547

固定負債

退職給付引当金 5,429 10,873

役員退職慰労引当金 53,181 50,493

その他 11,404 11,404

固定負債合計 70,014 72,770

負債合計 379,844 572,318

純資産の部

株主資本

資本金 1,869,100 1,869,100

資本剰余金 1,646,752 1,646,752

利益剰余金 △2,300,726 △1,173,478

自己株式 △1,532 △1,529

株主資本合計 1,213,593 2,340,844

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,136 △818

評価・換算差額等合計 1,136 △818

少数株主持分 3,815 3,565

純資産合計 1,218,545 2,343,591

負債純資産合計 1,598,389 2,915,909
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 302,922

売上原価 325,732

売上総損失（△） △22,809

販売費及び一般管理費 ※1
 208,665

営業損失（△） △231,474

営業外収益

受取利息 65

受取配当金 396

その他 235

営業外収益合計 696

営業外費用

支払利息 4,251

営業外費用合計 4,251

経常損失（△） △235,029

特別利益

賞与引当金戻入額 1,758

特別利益合計 1,758

特別損失

投資有価証券評価損 892,474

特別損失合計 892,474

税金等調整前四半期純損失（△） △1,125,746

法人税、住民税及び事業税 1,251

少数株主利益 250

四半期純損失（△） △1,127,247
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 159,665

売上原価 209,937

売上総損失（△） △50,272

販売費及び一般管理費 ※1
 94,639

営業損失（△） △144,911

営業外収益

受取利息 40

その他 17

営業外収益合計 57

営業外費用

支払利息 1,878

営業外費用合計 1,878

経常損失（△） △146,731

特別利益

賞与引当金戻入額 1,758

特別利益合計 1,758

特別損失

投資有価証券評価損 892,474

特別損失合計 892,474

税金等調整前四半期純損失（△） △1,037,448

法人税、住民税及び事業税 625

少数株主利益 126

四半期純損失（△） △1,038,199
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,125,746

減価償却費 1,489

投資有価証券評価損益（△は益） 892,474

賞与引当金の増減額（△は減少） △194

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,444

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,688

受取利息及び受取配当金 △461

支払利息 4,251

売上債権の増減額（△は増加） △19,040

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,863

仕入債務の増減額（△は減少） 29,968

未払金の増減額（△は減少） △1,925

その他の流動資産の増減額（△は増加） △18,874

その他の固定資産の増減額（△は増加） 460,888

その他の流動負債の増減額（△は減少） 205

小計 214,415

利息及び配当金の受取額 397

利息の支払額 △1,495

法人税等の支払額 △2,501

営業活動によるキャッシュ・フロー 210,816

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,927

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,927

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △3

短期借入金の返済による支出 △218,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △218,003

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,114

現金及び現金同等物の期首残高 33,646

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 24,532
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　当第２四半期連結会計期間においては、販路の拡大や製造

原価上昇分の価格への転嫁、投資市場の精査などを実施し、

経営基盤の安定化を図って参りました。しかし、連結損益計

算書においては、当第２四半期連結会計期間末までに231百

万円の営業損失を計上しており、当第２四半期連結会計期

間末までに、1,127百万円の当期純損失を計上しておりま

す。このような状況により、当社は継続企業の前提に関する

重要な疑義が存在しております。当社は当該状況を解消す

べく下記の通り対応しております。従いまして、四半期連結

財務諸表は継続企業を前提に作成されており、このような

重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反映しており

ません。

記

１．経営計画の目的と施策

①製造原価上昇分の販売価格への転嫁

・原材料価格の上昇に伴い、製造原価上昇分の販売価格

転嫁の徹底及び一般標準品の値上を実施致します。

・生産委託品の再検討及び製造労務費の削減努力

・今後も予想される材料費の上昇に対しての製品の改　

　　良改善及び生産効率の向上

・製造工程の再検討を行い、更なる製造の効率化を推進

する。

②電機事業の再構築

・高付加価値商品販売の積極的推進

　高付加価値商品である省エネ照明器具の販売に注力

し、販路の拡大を図る。

・選別受注体制の再検討及び原価管理の徹底を図る。

・得意分野へのノウハウの活用

　当社の創業以来の商品である産業用照明機器群の　多

大なノウハウの活用及び改良型新製品の開発の実施。

③事業再生投資の早期収益化

　事業再生につきましては、当社は匿名組合を通じて株

式会社サクラダに再生スポンサーとして出資しており、

同社の優先株式を所有しております。この優先株式につ

いては、市場動向を精査しながら、普通株式に転換・売

却のうえ、投資利益の実現を図ってまいります。
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当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　<当社グループ経営計画の概要>

（計画期間は平成20年４月から平成21年３月）

　 （単位：百万円）

　
平成20年度

上　　　期

平成20年度

下　　　期

平成20年度

通　　　期

 売上高 302 328 630

 営業利益 △231 △219 △450

 経常利益 △235 △230 △465

 当期純利益 △1,127 △130 △1,257

　

  平成20年度（平成20年４月から平成21年３月）の計画

においては、未だ残念ながら営業損失の継続発生が予想さ

れますが、当社グループ一丸となり、なるべく早期に黒字

への転換がはかれるよう努力してまいります。

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

会計処理基準に関する事項

の変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

 第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　

平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、

貸借対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（投資事業の会計処理）

　当社グループは投資事業の会計処理を行うに際して、投資

事業への出資金を投資有価証券として計上しております。

また、投資事業用の投資有価証券から生ずる損益は、営業損

益として表示することとしております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

 １　受取手形裏書譲渡高　　　　　　　11,045千円  １　受取手形裏書譲渡高　　　　　　　　8,280千円

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　※１　販売費及び一般管理費

　　　販売費に属する費用のおおよその割合は15％であり一

般管理費に属する費用のおおよその割合は85％であり

ます。

　主要な費目及び金額は次のとおりであります。

支払手数料 35,039 千円

給料賃金 28,705　

役員報酬 40,723　

退職給付費用 2,941　

役員退職慰労金引当金繰入額 2,688　

賞与引当金繰入額 1,065　

減価償却費 1,489　

　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　※１　販売費及び一般管理費

　　　販売費に属する費用のおおよその割合は16％であり一

般管理費に属する費用のおおよその割合は84％であり

ます。

　主要な費目及び金額は次のとおりであります。

支払手数料 17,839 千円

給料賃金 14,390　

役員報酬 20,658　

退職給付費用 1,288　

役員退職慰労金引当金繰入額 1,344　

賞与引当金繰入額 516　

減価償却費 772　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 (平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 24,532千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 ― 　

現金及び現金同等物 24,532千円

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

    普通株式  280,926千株

２．自己株式の種類及び株式数

    普通株式  69千株

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
電機事業
（千円）

投資事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 159,665 ― 159,665 ― 159,665

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― ― ―

計 159,665 ― 159,665 ― 159,665

 　　営業利益又は営業損失（△） 23,921 △90,380 △66,459 △78,452 △144,911

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
電機事業
（千円）

投資事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 302,922 ― 302,922 ― 302,922

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― ― ―

計 302,922 ― 302,922 ― 302,922

 　　営業利益又は営業損失（△） 39,742 △96,278 △56,535 △174,939 △231,474

　（注）１．事業の区分の方法

            事業は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

電機事業 産業用照明器具・電機工事材・制御機器

投資事業 有価証券の保有及び運用

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度

の末日に比べて著しい変動が認められます。 

　種類 取得原価（千円）　
連結貸借対照表計上額

（千円）
差額

(千円)　

(1）株式 2,513,299 1,161,188 1,352,110

(2）債券    

　①国債・地方債等　 ― ― ―

　②社債　 ― ― ―

　③その他　 ― ― ―

(3）その他　 ― ― ―

合計　 2,513,299 1,161,188 1,352,110

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 4.33円 １株当たり純資産額 8.33円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △4.01円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
―円

１株当たり四半期純損失金額 △3.70円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
―円

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（千円） △1,127,247 △1,038,199

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失（千円） △1,127,247 △1,038,199

期中平均株式数（株） 280,857,206 280,857,053

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　― 　―

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月14日

森電機株式会社

取締役会　御中

明誠監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西谷　富士夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　 嘉伸　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中澤　 研二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている森電機株式会社の平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、森電機株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　追記情報

継続企業の前提に関する注記に記載のとおり、会社は営業損失が継続的に発生していることから、継続企業に関する重

要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業

を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反映していない。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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